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【公開番号】特開2011-148978(P2011-148978A)
【公開日】平成23年8月4日(2011.8.4)
【年通号数】公開・登録公報2011-031
【出願番号】特願2010-237557(P2010-237557)
【国際特許分類】
   Ｃ０８Ｆ 220/10     (2006.01)
   Ｃ０８Ｊ   5/00     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０８Ｆ 220/10    　　　　
   Ｃ０８Ｊ   5/00    ＣＥＹ　

【手続補正書】
【提出日】平成24年10月22日(2012.10.22)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２１】
　（その他のビニル単量体）
　上述したメタクリル酸エステルに共重合可能な他のビニル単量体としては、下記一般式
（ii）で表されるアクリル酸エステル単量体：
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２３】
（一般式（ii）中、Ｒ3は水素原子であり、Ｒ4は炭素数が１～１８のアルキル基である。
）、アクリル酸やメタクリル酸等のα，β－不飽和酸；マレイン酸、フマル酸、イタコン
酸、桂皮酸等の不飽和基含有二価カルボン酸及びそれらのアルキルエステル；スチレン、
ｏ－メチルスチレン、ｍ－メチルスチレン、ｐ－メチルスチレン、２，４－ジメチルスチ
レン、２，５－ジメチルスチレン、３，４－ジメチルスチレン、３，５－ジメチルスチレ
ン、ｐ－エチルスチレン、ｍ－エチルスチレン、о－エチルスチレン、ｐ－ｔｅｒｔ－ブ
チルスチレン、イソプロペニルベンセン（α－メチルスチレン）等のスチレン系単量体；
１－ビニルナフタレン、２－ビニルナフタレン、１，１－ジフェニルエチレン、イソプロ
ペニルトルエン、イソプロペニルエチルベンゼン、イソプロペニルプロピルベンゼン、イ
ソプロペニルブチルベンゼン、イソプロペニルペンチルベンゼン、イソプロペニルヘキシ
ルベンゼン、イソプロペニルオクチルベンゼン等の芳香族ビニル化合物；アクリロニトリ
ル、メタクリロニトリル等のシアン化ビニル化合物；無水マレイン酸、無水イタコン酸等
の不飽和カルボン酸無水物類；マレイミドや、Ｎ－メチルマレイミド、Ｎ－エチルマレイ
ミド、Ｎ－フェニルマレイミド、Ｎ－シクロヘキシルマレイミド等のＮ－置換マレイミド
等；アクリルアミド、メタクリルアミド等のアミド類；エチレングリコールジ（メタ）ア
クリレート、ジエチレングリコールジ（メタ）アクリレート、トリエチレングリコールジ
（メタ）アクリレート、テトラエチレングリコールジ（メタ）アクリレート等のエチレン
グリコール又はそのオリゴマーの両末端水酸基をアクリル酸又はメタクリル酸でエステル
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化したもの；ネオペンチルグリコールジ（メタ）アクリレート、ジ（メタ）アクリレート
等の２個のアルコールの水酸基をアクリル酸又はメタクリル酸でエステル化したもの；ト
リメチロールプロパン、ペンタエリスリトール等の多価アルコール誘導体をアクリル酸又
はメタクリル酸でエステル化したもの；ジビニルベンゼン等の多官能モノマー等が挙げら
れる。
　特に、本実施形態のメタクリル系樹脂において、耐候性、耐熱性、流動性、熱安定性を
高める観点から、アクリル酸メチル、アクリル酸エチル、アクリル酸ｎ－プロピル、ア
クリル酸ｎ－ブチル、アクリル酸ｓｅｃ－ブチル、アクリル酸－２－エチルヘキシル等が
好ましく、より好ましくは、アクリル酸メチル、アクリル酸エチル、アクリル酸ｎ－ブチ
ルであり、入手しやすさの観点から、アクリル酸メチルがさらに好ましい。
　上記ビニル単量体は、一種を単独で用いてもよく、二種以上を併用してもよい。
　また、上記ビニル系単量体は、後述する重合体（Ｉ）と重合体（ＩＩ）において、同じ
ものを使用してもよく、異なるものを用いてもよい。
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